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1、 またがき

丁IS A 1204て規定される和lil度(2mmレ人下)の粒度試験ては、液中の上粒うが分散の程晨によって試験結果に

大きな差違が生ずる。従って 分散tイ可らかのあ去て促進させることが斃ヤこなる。その方去こして物理的なも

のこイヒ学的なものに分けら1に物理的分散な去には、機械的操作による燒洋や治心、な流、超者穫などがある。

イヒ学的分散る去にl」焦機茶あ珪酸ナトリウム、か・llッーダ、ヘヘサメタリシ酸ナトリウムなこの分散神lt利用し

て、そ11ぞれ分散の奨迫ヒ綿七イヒカ上に対処してヽ ,る。これらの中で、超者友遂用1)る物理的分散本去|ま、関東

ロームならの特殊土に対して如呆的てあると 'ヽうヽ)くつかの教七がある。しかし、一般的し1見られるような土に

対して1まその教告例はあまりなく、その効果につ、)てlま関東ロニムの場合に準じて造定するしかなヽ )。また 粒

度試験では、カロ水後8時間以上の秋こや24時間瀾〕たの行程があるあて、迅上に短峙間のうちl〔行うのは困難にな

って1)る。この中で、な口水後16峙闇以上放置|よ瀾1定上直繕忙キ`する操作でtまな、ぅヒ亀われるので、試験嬌間の

短縮t考えた場合、これと名略して同じ結果tしたらす矛lのな去を行えばよヽ )と考えらJじる。

そこで 未 祈え|ま丁ISラ去による米L度試験の中でタロフK循J8

時間以上な置の行程こ試料の初期条件の道、,に右曰した。

711水後18時間以上放置の行雅で|ま こ れtだ略する代りこ

して超=波 t用、,て丁IS法とのレヒ較t行った。また、すつけ

条14の違、,(生土 空 気嚢訳柔土)による考聡|て1ま、日 試́

料であってし乾燥土`生上で1よ結果に差ヱの生じることが知

られて、,うが、特殊土以タトの一般的上に対しての教をはあ

まりなt'のでこlrut検討することもに、このようlt初期条

件が異ってし同じ結果が得らJtるるスにつ、)て超音波t用 )ヽてるくの条件につの´

てた申財食封した。そあ結果、、)ず,にの場合|〔t有効であることが電ヽ)出せたので

報告する。

2 試料および実験ら去

実験〔日 )ヽた試料は福島県歯より妹取した6種類で、これt生土こ空気乾燥土

(風乾土)ヒ11分1すてそれぞフにの実聯塗行ったが、[れらの採孜地ヒ物J里的性質tよ

友-111示しr_。史験は 試料の初期条件の■った生土と民乾土`丁IS浚そ行う

容法こ、丁IS去のクロ水後18時Fan以上な置t名略すo代り|モ超者波魚理もイiう場合ヒ

で行った。ここで`、超=牙びに理のあ去lま 超 =瀬場え置(写真-1)に試料tl分 F.nなけ

た後試乗スプ=レで20～30れ嘱馴覚汁する燥作tl回 とし、2口 ,5口 l10回で行っ

た。分散春llJケイ酸サトリウムも使用レ、撹鮮薇の回転数はlοoOο rPηで、1分間

派しうは24口く5木'闇2回)で行った。また 使 用した超者歿友置!ま獣MATO穀 (

BRANSONIC200)で 周鱗礎如3あ KH■である。史歌ら去 (IP〉2oの 3去 につ )ヽて)は

図-111示 レた。

3、実験結果及び考察

各調 の生主と風乾主t Tls去|=より行った結果は図-2てある。粘性土てIJ、
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写真-1




